












Ahmad Khan’s Accounts of His Travel to and Stay in England
MATSUMURA Takamitsu
Summary： Sayyid Ahmad Khan （1817-1897）, an energetic reformer of Indian Muslim society and 
rationalist interpreter of Islam, went to London in 1869. He wrote about the journey in his letters and a 
travelogue entitled “Musāfirān-e London （The Visitors to London）”. In these documents, Sayyid Ahmad 
Khan not only described his experience minutely and interestingly in straightforward Urdu but clearly 
expressed his opinion that the Indian Muslims, one of the most backward communities in the world, 
should obtain useful knowledge from European civilization which had nothing to do with Christianity, by 
the medium of Urdu, the lingua franca of India, on the basis of self-help.
キーワード：アフマド・ハーン , イギリス旅行記 , インド・ムスリム
はじめに
　1869年，ベナレスで判事（assistant district magistrate）を務めていたアフマド・ハーン（Aḥmad 













でいます。」（Asghar ‘Abbās, ed., Sir Sayyid kā Safar-nāmah Musāfirān-e London, Aligarh, 2009, pp. 227-228.）
　 　ハーリーよれば，アフマド・ハーンの渡英には，ウィリアム・ミューア（William Muir 1819-1905）のムハンマド伝






パッティー（Shaikh Muḥammad Ismā‘īl Pānīpattī）の編集で，『ロンドン訪問者たち（Musāfirān-e 
London）』という題名で一書にまとめられ，ラホールのMajlis-e Taraqqī-e Adabより出版された6）。
本書に収められた文書類は以下の通りである。
　文書 1   アフマド・ハーンのイギリス渡航記：ロンドン到着までの渡航記
（pp. 27-160）及び「偏見を持つ，あるいは正しき信仰を持つ者た
ちの旅についての知らせ」という見出しの付いた文章7）（pp. 160-
ための資料収集という目的があった（Alt̤āf Ḥusain Ḥālī, Ḥayāt-e Jāvīd, New Delhi, 1979 [originally published in Kanpur in 
1901], p. 147）。当時，ミューアは北西州知事であったので（在任期間 1868-1874年），この目的は公にはされていなかった。
アフマド・ハーンの渡英は物見遊山を目的としたものではなく，大きな使命感に駆られたものであった。
4） 滞英中の行動は、断片的にしか解らないが，ハーリーの『永遠の生命（Ḥayāt-e Jāvīd）』やG. F. I. Graham, The Life and 
Work of Sir Syed Ahmed Khan, Karachi, 1974 [originally published in Edinburgh in 1885] によると，アフマド・ハーンは，1869
年8月6日に the Companionship of the Star of Indiaの称号を授与され，1870年 3 月11日にはヴィクトリア女王と面会してい
る。帰国直前には皇太子にも謁見している。トーマス・カーライルにも会ったようである。ロンドン以外にアフマド・
ハーンはブリストル，クリフトン（1870年 3 月 1 日から 4 日まで）やケンブリッジ（年月日不明）も訪問している。ま
た，ロンドン滞在中には，English educationでは多くの人に知識が行きわたらない，vernacular educationはレベルが低い
などとインドの公教育を批判する内容の，“Strictures upon the Present Educational System in India”と題する論文を発表し
たり（1869年），12の「講話（khut̤bah）」から成るKhut̤bāt-e Aḥmadīyahというミューアの上記書物第 1 巻を論駁する書
物をウルドウー語で書き，それを英訳させたA Series of Essays on the Life of Mohammedを出版したりしている（1869年
から1870年にかけて 1 章ずつ出版したようである。ウルドゥー語版は，Al-Khut̤bāt al-Aḥmadīyah fī al-‘Arab wa al-sīrat al-




Chajjūは、マフムードとともにイギリスに残った）。1870年 6 月17日付の書簡には， 8 月28日にロンドンを出発， 9 月
2 日にマルセイユからアレクサンドリアに向かい， 1 週間，エジプトに滞在して， 9 月16日にスエズからボンベイに
向かい，10月 2 日にボンベイ到着の予定，と記されている（Shaikh Muḥammad Ismā‘īl Pānīpattī, ed., Musāfirān-e London, 
Lahore, 1961, pp. 263-264）。ハーリーによれば，ロンドンを出発したのは，1870年9月4日で，10月2日にボンベイ到着，同月，
ベナレスに帰着している（Alt̤āf Ḥusain Ḥālī, op. cit., pp. 160-161）。
5） インドに書き送られたイギリス旅行に関する文章は，アフマド・ハーンが設立した科学協会（The Scientific Society）――
アフマド・ハーンが任地ガーズィープル（Ghāzīpur）で1864年に設立した，啓蒙活動や西洋書籍のウルドゥー語への翻訳
活動を行う団体――の機関紙The Aligarh Institute Gazette（1866年発刊）やアフマド・ハーンが1870年12月24日に発刊した
雑誌『道徳の純化（Tahdhīb al-Akhlāq）』に掲載された。ロンドン訪問記の原稿は1870年3月11日にまとめられ，『ロンド
ン訪問者たちの旅行記（Safar-nāmah-e Musāfirān-e London）』という題名で出版される筈であったが（Shaikh Muḥammad 
Ismā‘īl Pānīpattī, ed., op. cit., p. 1），発表した文章が大きな反感を買っていたために出版に至らなかった（インド人は動物
以下と述べたことやキリスト教徒の調理した肉を食べたことが非難された）。
6） 本書は1996年に，Aligarh Muslim University Old Boys’ Association によってカラチで再刊されている。旅行記や書簡を時
系列に並べて英訳したもの（Mushirul Hasan & Nishat Zaidi, tr., A Voyage to Modernity, Delhi, 2011）もある（若干文書が増
補されている）。アリーガルからはAsghar ‘Abbās, ed., Sir Sayyid kā Safar-nāmah Musāfirān-e London, Aligarh, 2009が出版さ
れている。イスマーイール・パーニーパッティー編集版の渡航記は，雑誌『道徳の純化』（ヒジュラ歴1298 [西暦1881] 
年シャッワール -ラマザーン月号）に採録されたものに基づいているが，アスガル・アッバース編集版はThe Aligarh 
Institute Gazetteに掲載されたもの――12回に亘って連載された――に基づいている（アスガル・アッバース編集版には、




7）文書 1 は，アスガル・アッバースによればMusāfirān-e Londonという題名で12回に亘って以下の日付のThe Aligarh 
Institute Gazetteに掲載された。
　 　第 1 回 1869年 4 月30日，第 2 回 1869年 5 月7日，第 3 回 5月14日（アスガル・アッバース編集版では12日と誤記され
ている），第 4 回 5月21日，第 5 回 6月11日，第 6 回 6月18日，第 7 回 6月25日，第 8 回 7 月2日，第 9 回 7 月 9 日，第10
アフマド・ハーンのイギリス旅行記について 151
179）
　文書 2 （付録 1 ）  「イギリス滞在最初の6か月について」8）――科学協会事務局長
ラージャー・ジャイ・キシャンダース（Rājā Jai Kishandās）宛
1869年10月15日付9）書簡――（pp. 180-199）
　文書 3 （付録 2 ）  アフマド・ハーンの協力者ハーリー（Alt̤āf Ḥusain Ḥālī 1837-
1914）が書いたアフマド・ハーン伝『永遠の生命』のロンドン訪
問に関する部分の抜粋10）（pp. 200-217）
　文書 4 （付録 3 ）  アフマド・ハーンの協力者メフディー・アリー（Maulavī Sayyid 
Mehdī ‘Alī 1837-1907）11） 宛書簡集12）（pp. 218-267）
　文書 5 （付録 4 ）  イギリスのAthenaeum Club13） に関するアフマド・ハーンの紹介
文（ヒジュラ歴1297年ラジャブ月の『道徳の純化』に掲載）（pp. 
268-278）
　文書 6 （付録 5 ）  ゴーラクプルのミッショナリー・スクールで行った，ヴィクトリ
ア女王生誕記念日での講演（1874年 5 月29日）（pp. 279-291）
　文書 7 （付録 6 ）  ロンドン滞在中のアフマド・ハーンに宛てたフランスの東洋学者
ギャルサン・ド・タッスィー（Garcin de Tassy 1794-1878）14） の




　 4 月 1 日（木）：ベナレス出発。
　 4 月 2 日（金）： アラハバード到着。北西州知事ウィリアム・ミューアと面会。夜行列車でジャ
バルプルへ向かう。
回 7月16日，第11回 8月27日，第12回 1870年 3 月11日（アリーガル・ムスリム大学図書館で1869年のThe Aligarh Institute 
Gazetteは確認できたが，1870年のものは見つからなかったため，第12回に関しては日付を確認することができなかった）。
8） アスガル・アッバース編集版では，「ロンドンからの科学協会事務局長宛書簡」というタイトルになっている。この文
書は1869年11月19日付のThe Aligarh Institute Gazetteに掲載されたが，イスマーイール・パーニーパッティー編集版のテ
キストは，パンジャーブ教育局の月刊刊行物Atālīq-e Panjāb に転載されたものに基づいている。
9） アスガル・アッバース編集版でも1869年10月15日付となっているが，英訳A Voyage to Modernityでは11月 9 日付となって
いる。
10） 『永遠の生命』は，アフマド・ハーンの生涯を扱った第1部と彼の業績を扱った第2部から成り，第1部は英訳されている
（K. H. Qadiri and D. J. Matthews, tr., Hayat-i-Javed, Delhi, 1979）。
11）ハイデラバード藩王国より与えられたNawāb Muḥsin al-Mulkという称号で呼ばれることが多い。





　 4 月 3 日（土）：ジャバルプル到着。午後 8 時，牛車で出発（列車に乗れなかったので）。
　　　　　　　　　ナーグプルへ向かう。
　 4 月 6 日（火）：ナーグプル到着。
　 4 月 7 日（水）：列車でナーグプル出発
　 4 月 8 日（木）：正午，ボンベイ到着。
　 4 月10日（土）：午後 6 時，蒸気船バローダー号で出港15）。
　 4 月17日（土）：早朝，アデン到着。同日午後 5 時，アデン出発。




　 5 月 1 日（土）：マルセイユ出発。リヨン経由でパリに向かう。
　 5 月 2 日（日）：午前 7 時30分，パリ到着。
　 5 月 4 日（火）： 午前 8 時，鉄道でパリ出発，カレーへ向かう。英仏海峡を渡る。ドーヴァー
から鉄道でロンドンへ向かい，午後 7 時，チャーリング・クロス駅に到着。




についての知らせ」という見出しの付いた文章には，1870年 3 月 1 日から 4 日までのブリスト
ル，クリフトンへの小旅行の模様が，文書 2 （付録 1 ）「イギリス滞在最初の 6 か月について」
には，アフマド・ハーンの下宿の様子やロンドンでの生活ぶりやロンドンで感じたこと，考え
たことが詳しく記述されている。このような具体性，記録性がアフマド・ハーンの旅行記（文









































































































































































21） 1882年，インドの教育状況を把握するためにW. W. Hunterを委員長とする調査委員会（Education Commission）がインド
に派遣され，教育関係者に対して聴取が行われた。この時聴取を受けたアフマド・ハーンは，以下のように，インドの
言語による教育ではなく，英語による教育の必要性を認めている。
“In 1854, when the dispatch was written（Charles Woodのインドの教育に関する通達のこと）, India was certainly in 






























country would be enough to meet our immediate wants. But now such is not the case. Vernacular education is no more regarded 
as sufficient for our daily affaires of life. It is only of use to us in our private and domestic affairs, and no higher degree of 
proficiency than what is acquired in primary and middle vernacular schools is requisite for that purpose; nor is more wanted by the 
country. It is English education which is urgently needed by the country, and by the people in their daily life.”（G. F. I. Graham, 
op. cit., p. 217）
　 　ニザーミーによると，アフマド・ハーンは，西洋の進歩の速度は極めて早く，翻訳に頼っていると進歩の速度につ
いていけない，という内容の書簡をイギリスから出しているということである（K. A. Nizami, Sayyid Ahmad Khan, New 
















































































27） アフマド・ハーンは，友人に会うために，1870年 3 月 1 日から 4 日までブリストルに赴き，このとき，クリフトンの吊
り橋（Clifton Suspension Bridge）を見学した。この吊り橋は，1864年12月に完成した，ブリストル近郊のエイボン峡谷
に架かる鉄製の吊り橋である。
アフマド・ハーンのイギリス旅行記について 161
「インドの発展を願う者たちよ，誰にも期待してはなりません。自己を恃み，互いの献金
によってすべての学問を，高等から初等に至るまで，インド中に自分の言葉で広めなけれ
ばなりません。知識を獲得し，文明の段階に達すれば政府の職を望むことは無意味である
と解るでしょう。いつの日かそうなることを切望しています。」（p. 198）　
おわりに
　アフマド・ハーンの旅行記は，当時の旅の状況や経由地，滞在先の様子が細かく記述された
渡航記録，滞在記録である。それは伝統的な比喩や誇張がほとんど出てこない，対象や印象，
思想の的確な記述に重点を置いた散文で書かれており，ウルドゥー散文の歴史を考える上でも
重要な資料であるが，本稿で見たように，思想性が極めて強く，インド・ムスリム啓蒙主義を
代表する思想家アフマド・ハーンの思索の跡を辿る上で――アフマド・ハーンの思想に決定的
な影響を及ぼした西洋という存在が彼にとってどのような存在であったかを彼の感性レベルか
ら知る上で――必要不可欠な資料である。
